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（百万円未満切捨て） 

１．平成23年３月期第２四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年９月30日） 
(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第２四半期 28,002 △9.3 942 60.0 945 48.5 455 28.9
22年３月期第２四半期 30,877 △33.8 588 △56.7 636 △52.4 353 △57.4

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

 円 銭 円 銭

23年３月期第２四半期 714.34 712.81
22年３月期第２四半期 545.81 544.37

 
(2) 連結財政状態 

 総  資  産 純  資  産 自己資本比率 １株当たり純資産
 百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第２四半期 18,369 6,639 36.1 10,429.85
22年３月期 18,210 6,584 36.2 10,234.27

（参考）自己資本  23年３月期第２四半期 6,639百万円 22年３月期 6,584百万円 

 
２．配当の状況 

年間配当金 
 第１ 

四半期末 
第２ 

四半期末 
第３ 

四半期末 
期  末 合  計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期 － 250.00 － 450.00 700.00 

23年３月期 － 0.00  

23年３月期(予想)  － 0.00 0.00 

（注）当四半期における配当予想の修正有無 ：無 

 
３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（％表示は、対前期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通     期 57,000 △5.6 2,100 11.2 2,100 8.1 1,050 △10.8 1,648.46

（注）当四半期における業績予想の修正有無 ：有 
 
 

 



 

４．その他 （詳細は、【添付資料】P.３「その他の情報」をご覧ください。） 
 

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 
 新規  －社 （ － ） 、除外 －社 （ － ） 
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  
(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ：無 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  
(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更 ：有 
② ①以外の変更 ：無 
（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会

計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  
(4) 発行済株式数（普通株式）  

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 23年３月期２Ｑ 682,751株 22年３月期 682,751株
② 期末自己株式数 23年３月期２Ｑ 46,119株 22年３月期 39,411株
③ 期中平均株式数(四半期累計) 23年３月期２Ｑ 637,283株 22年３月期２Ｑ 647,157株

 
 
※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の
開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

 
 
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である
と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

全般的概況 

当第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日～平成22年９月30日）におけるわが国経済は、

中国を中心としたアジア経済の回復や景気刺激策の効果により緩やかな改善の傾向が見られまし

たが、経済活動は依然低水準で、円高による輸出産業に対する悪影響もあり、不透明な状況が続

いております。 

一方、雇用情勢につきましても、平成22年９月の完全失業率は季節調整値で5.0％と本年6月の

5.3％から徐々に低下しておりますが、依然として高い水準にあり厳しい状況が続いております。 

当人材サービス業界におきましては、上述のとおり景気は緩やかな回復傾向にあるものの、引

き続き企業の人材需要は低調となっております。 このような環境のもと、当社グループにおい

ては、一部顧客において需要回復も見られましたが、景気の先行きに対する不透明感により、全

般的な人材需要の本格回復には至っておらず、売上高は前年同四半期比減収となりました。 

利益面につきましては、昨年初から実施してまいりましたコスト構造改善の結果、売上高規模

減少にもかかわらず収益力が大幅に向上したため、各利益とも前年同四半期比大幅増加となりま

した。 

以上の結果、第２四半期連結累計期間における売上高は28,002百万円（前年同四半期比9.3％

減）、営業利益は942百万円（前年同四半期比60.0％増）、経常利益は945百万円（前年同四半期

比48.5％増）となりました。なお、資産除去債務に関する会計基準を適用した影響（当該基準の

適用により、税金等調整前四半期純利益が133百万円減少）や保有する投資有価証券評価損101百

万円の計上等がありましたが、四半期純利益は455百万円（前年同四半期比28.9％増）となりまし

た。 

  

   セグメント別状況 

（事務系人材派遣・請負・紹介事業） 

事務系人材派遣・請負・紹介事業につきましては、昨年より景気の底打ち感はあったものの、

すべての業種において本格回復には至らず、当第２四半期の売上高は14,391百万円となりました。

特に、機器操作関係の５号業務やファイリング関係の８号業務については、厚生労働省の通達に

より、厳格な運用方針が打ち出されたため、顧客企業側も慎重にならざるを得ず、事務派遣の新

規需要が低調となり売上高が減少しました。一方、契約形態別に見ると、アウトソーシング事業

の推進等により請負契約売上高については増加となりました。 

経常利益につきましては、前年度第２四半期以降の粗利改善ならびに人件費・地代家賃等の販

売管理費削減により当第２四半期経常利益は371百万円となりました。 

 

（製造系人材派遣・請負・紹介事業） 

製造系人材派遣・請負・紹介事業につきましては、昨年の景気底打ち後、国内におけるエコカ

ー減税やエコポイント等による需要の継続および新興国向けの輸出拡大のため、当社の主力であ

る製造派遣・請負の受注が半導体・精密関連等を中心に回復しております。また、前年度第２四

半期より開始した外食店舗委託等のサービス事業が順調に推移した結果、当第２四半期の売上高

は12,568百万円となりました。 
経常利益につきましては、受注回復によるスタッフ募集費の増加はありましたが、前年度から

実施しております原価構造改善ならびに人件費・地代家賃等の販売管理費削減および本社間接部

門の合理化等の効果もあり、当第２四半期経常利益は726百万円となりました。 

 

（その他事業） 

その他事業につきましては、教育事業の売上高が増加いたしましたが、前年度に実施いたしま

した連結子会社の売却等による売上高減少の影響により、当第２四半期の売上高は1,267百万円と
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なりました。 

経常損益につきましては、教育事業の不振ならびに平成22年４月より外国人就業支援・教育機

関支援に関する事業を開始しました株式会社インターエージェントの先行投資等の影響により、

186百万円の経常損益となりました。 

 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末比159百万円増加し18,369

百万円となりました。これは主に現金及び預金が244百万円増加し、関係会社株式が104百万円減

少したことによるものであります。 

負債は、前連結会計年度末比103百万円増加し11,729百万円となりました。これは主に未払消

費税が859百万円増加し、短期借入金が479百万円、長期借入金が210百万円減少したことによるも

のであります。 

純資産は、前連結会計年度末比55百万円増加し6,639百万円となりました。これは主に利益剰

余金が119百万円増加したことによります。 

 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

当第２四半期における売上高に関しましては、ほぼ計画どおりとなりましたが、事務系人材派

遣の売上げ鈍化およびＥＭＳ事業の第３四半期から開始予定であった部材調達計画の延期により

大幅な売上減少となることから、通期の売上高予想を下方修正いたしました。 

また、通期の利益予想に関しましても、上述の事務系人材派遣の売上げ鈍化による利益減少に

加え、不振である教育事業の立て直しに今年度末までかかると予想されるため、通期の利益予想

を下方修正いたしました。 

以上により、通期の連結業績予想としましては、売上高57,000百万円、営業利益2,100百万円、

経常利益2,100百万円、当期純利益1,050百万円となる見通しです。 

なお、本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している

情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等はさまざまな要因

によって異なる可能性があります。 

 

 

２．その他の情報 

(1) 重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

該当事項はありません。 

 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

会計処理基準に関する事項の変更 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平

成20年3月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21

号 平成20年3月31日）を適用しております。 

この変更により、営業利益及び経常利益はそれぞれ8,684千円、税金等調整前四半期純利益は 

133,648千円減少しております。 
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１ 【四半期連結財務諸表】 
(1) 【四半期連結貸借対照表】 

(単位：千円)

当第２四半期 
連結会計期間末 

(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,765,081 2,520,919

受取手形及び売掛金 6,939,526 6,812,987

商品及び製品 18,257 －

仕掛品 36,796 －

貯蔵品 111,401 99,485

その他 1,652,962 1,728,442

貸倒引当金 △35,231 △32,397

流動資産合計 11,488,794 11,129,437

固定資産   

有形固定資産   

土地 1,947,962 1,951,729

その他（純額） 2,192,506 2,141,937

有形固定資産合計 4,140,469 4,093,666

無形固定資産   

のれん 287,103 306,487

その他 254,349 273,313

無形固定資産合計 541,453 579,800

投資その他の資産   

投資有価証券 700,260 748,436

関係会社株式 22,208 126,661

敷金及び保証金 809,250 799,800

その他 889,241 876,488

貸倒引当金 △222,348 △144,227

投資その他の資産合計 2,198,613 2,407,159

固定資産合計 6,880,535 7,080,626

資産合計 18,369,330 18,210,064

負債の部   

流動負債   

買掛金 47,718 1,718

短期借入金 2,535,828 3,015,770

未払費用 3,754,313 3,747,677

未払法人税等 344,500 532,713

賞与引当金 418,485 442,307

ポイント引当金 50,253 63,402

その他 1,534,123 798,350

流動負債合計 8,685,222 8,601,939

固定負債   

社債 500,000 500,000

長期借入金 1,688,513 1,899,155

退職給付引当金 634,929 603,311

役員退職慰労引当金 6,825 6,450

資産除去債務 199,483 －

その他 14,380 15,093
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(単位：千円)

当第２四半期 
連結会計期間末 

(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

固定負債合計 3,044,130 3,024,010

負債合計 11,729,353 11,625,950

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,000,000 2,000,000

資本剰余金 500,000 500,000

利益剰余金 5,180,867 5,061,330

自己株式 △933,776 △837,359

株主資本合計 6,747,090 6,723,971

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △107,113 △139,857

評価・換算差額等合計 △107,113 △139,857

純資産合計 6,639,977 6,584,114

負債純資産合計 18,369,330 18,210,064
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(2) 【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 30,877,886 28,002,211

売上原価 25,099,092 22,644,740

売上総利益 5,778,793 5,357,471

販売費及び一般管理費 5,190,071 4,415,287

営業利益 588,721 942,183

営業外収益   

受取利息 4,397 3,900

受取配当金 4,189 4,846

助成金収入 － 76,000

受取賃貸料 22,862 6,268

受取補償金 67,644 －

その他 44,742 38,928

営業外収益合計 143,836 129,943

営業外費用   

支払利息 52,023 36,892

持分法による投資損失 22,667 －

貸倒引当金繰入額 － 80,451

賃貸費用 10,094 2,553

その他 11,420 7,186

営業外費用合計 96,206 127,083

経常利益 636,351 945,043

特別利益   

過年度損益修正益 6,232 －

賞与引当金戻入額 167,480 －

ポイント引当金戻入額 14,378 6,305

契約解除損失引当金戻入額 － 12,000

固定資産売却益 199 －

投資有価証券売却益 － 3,526

関係会社株式売却益 14,772 －

特別利益合計 203,063 21,831

特別損失   

固定資産除却損 7,320 996

固定資産売却損 1,682 985

減損損失 12,471 530

投資有価証券評価損 0 101,088

関係会社株式売却損 653 －

会員権評価損 600 －

特別退職金 63,575 －

役員退職慰労金 － 66,000

賃貸借契約解約損 66,698 2,175

契約解除損失 5,100 －

契約解除損失引当金繰入額 25,000 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 124,963

特別損失合計 183,101 296,740
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(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

税金等調整前四半期純利益 656,312 670,134

法人税、住民税及び事業税 275,209 347,549

法人税等調整額 27,878 △132,648

法人税等合計 303,087 214,900

少数株主損益調整前四半期純利益 － 455,233

少数株主利益 － －

四半期純利益 353,224 455,233
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(3) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(4) セグメント情報 

 （追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17

号  平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基

準適用指針第20号  平成20年３月21日）を適用しております。 

 

①報告セグメントの概要 

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可

能であり、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対

象となっているものです。 

 当社グループは、当社と当社の子会社3社および各々の連結子会社6社により構成されており、当

社を除く各事業会社が、主に人材関連サービス業務を営んでおりますが、報告セグメントはその中

核である㈱フジスタッフの事業セグメント「事務系人材派遣・請負・紹介事業」及び㈱アイライン

の事業セグメント「製造系人材派遣・請負・紹介事業」の２つとしています。 

 

②報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日） 

（単位：千円） 

報告セグメント 
その他 
(注)１ 

合計 
調整額 
(注)２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)３  

事 務 系 人 材 派

遣・請負・紹介

事業 

製 造 系 人材 派

遣・請負・紹介

事業 

計     

売上高  
 

 

  外部顧客への

売上高 
14,267,611 12,543,195 26,810,807 1,191,011 28,001,818 393 28,002,211

  セグメント間

の内部売上高

又は振替高 
123,633 25,754 149,388 76,573 225,961 △225,961 －

計 14,391,245 12,568,949 26,960,195 1,267,584 28,227,779 △225,567 28,002,211

セグメント利益

又は損失（△） 
371,130 726,242 1,097,373 △186,830 910,543 34,500 945,043

(注)１「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、教育事業、保険事業、 

    不動産事業、放送事業、メンタルヘルス事業等を含んでいます。 

  ２ セグメント利益又は損失の調整額34,500千円には、セグメント間取引消去367,590千円、グループ全社 

  費用△333,089千円が含まれています。 

  ３ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。 

 

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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４ ．その他補足情報 

「提出会社の親会社等の情報」 

（1） 当社の親会社等は、ランスタッド日本合同会社であります。このランスタッド日本合同会社の議

決権の100％を所有しています親会社はランスタッド・アジア・パシフィック・ビー・ヴィー（オラ

ンダ王国）であり、さらにこのランスタッド・アジア・パシフィック・ビー・ヴィーの議決権の全

てを間接的に所有しています親会社等はランスタッド・ホールディング・エヌ・ヴィー（オランダ

王国）であります。ランスタッド・ホールディング・エヌ・ヴィーは、アムステルダム証券取引所

（オランダ王国）に上場しており、継続開示会社であります。 

（2） 当社の直接の親会社等はランスタッド日本合同会社であり、同社及び間接の親会社等であります

ランスタッド・アジア・パシフィック・ビー・ヴィーの両社は、共に持株会社であり、両社の最終

的な支配株主はランスタッド・ホールディング・エヌ・ヴィーであります。 
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